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                要    旨

 本研究は前編で特定された6種のオサムシ科優占種が，指標生物の教材として生徒に有効か

どうかを検討することを目的とした。研究対象とした中学生108名は，出現率の高いオサムシ科

昆虫13種のうち5種を肉眼で60％以上の正答率で分類した。正答率の高い5種はいずれも優占

種であった。生徒の分類能力を考慮するとオサムシ科昆虫を環境の指標とした教材化は可能で

あると考えた。
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1 はじめに

 指標生物を用いた環境調査は既に多くの事例が報告されている（吉田ら1975，橋上1985，

星1989，日本自然保護協会1994，森本1995，橋本1998，内山・栃本2003）。しかしながら，

教育現場で実際に児童・生徒に指標生物を観察及び分類させることにより，どの程度の成果

が期待できるか検討した研究はほとんどない。前編（中村ら2005）では，6種のオサムシ科

昆虫の優占種（クロオサムシCαmδ肌α〃mc肋，アオオサムシC、伽m〃。o’α，マイマイカブ

リDαmα∫肋〃ψτo肋∫，アオコミムシC〃mm5m∫切〃伽∫，セアカピラタゴミムシDo此肋∫

ゐαj舳∫ξ∫，ニセマルガタゴミムシλ例αm舳gmα）を用い，優占種の出現率から自分たちの所

属する学校の立地環境を把握できることを明らかにした。しかし，オサムシ科昆虫の優占種と

環境に関連が見られたとしても，必ずしも教材として適切であることは保証されない。すなわ

ち，採取された種を学習者が分類できなければ教材として用いることは出来ない。そこで，本

論文では，前編で特定された6種のオサムシ科優占種を学習者がどの程度分類出来るか検討す

ることを目的とした。
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2 調査地及び方法

 調査は1998年6月に新潟県上越市内の公立中学校1校の3年生3クラス，計108人を対象に

実施した。108人を3～4名を1班とする27班に分け，生徒には図鑑を与えず，同じ種類と思

う標本をひとつのグループに分類する作業を班単位で行なわせた。分類作業は，筆者の一人が

調査実施者となり，各クラスとも50分の授業時間内で行なった。

 生徒に提示した材料には．群集解析の結果，優占種となったオサムシ科昆虫6種と優占種以

外で出現率の高かったオサムシ科昆虫7種（オオクロツヤヒラタゴミムシ∫ヅnm肋∫〃肋∫，

ゴミムシλmゐ。6α吻〃∫∫桓m切∫，ケゴモクムシ∬αゆαJm5〃ゴCαル∫，ケウスコモクムシH

g〃∫m∫．ヒラダガモクムシ∬〃。榊。切∫，ココモクムシ∬炉肋m∫，ウスアカクロゴモクムシ亙

∫〃。m∫）の計13種を用いた。提示した昆虫は乾燥標本にし，虫ピンで止めたものを使用しれ

提示した昆虫の種間の個体数に規則性をもたせないため，また，隣の弧との確認を防ぐため．

各班には種の個体数の異なる標本（各種とも3～6個体の範囲）を計39個体提示した。分類は

風呂マットを切って，それに模造紙を貼り付けて作成したボード上で行なわせた。ボード上で

電

車魯・

写真1 生徒の分類結果の一例

同じ種類と思うものをまとめさせ，その集団を黒のマジックで囲わせ，それぞれの集団ごとに

番号を付けさせた（写真1）。各班には記入用紙を配布レ種類分けをした番号とその種類に

分けた理由を自由に記述させた。生徒の記述例としては図1のようなものがある。

 生徒の記述例から着眼点を抽出し，その着眼点に注目した班の割合を着眼率とした。分類結

果は、「正しく分類」，「他の種と複合して分類」，「同種を2つ以上に分けて分類」，「どれにも

該当しない」の4項目に分けた。各項目に該当する班の割合を分類率とし，各種ごとに分類率

を算出した。この場合，正しく分類した班の割合は，正答率となる。
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図1 生徒の分類理由の一例

3 結果及び考察

3．1 生徒の着眼点

 生徒の着眼点は全部で18項目あり，その申でも胸部・腹部の色の違い，体長の違い，脚の色

の違い，胸部・腹部の形態の違いの4項目は着眼率が74％以上（27班中20班以上）と特に高かっ

た（図2）。着眼率が30％を越えたのは，上記の4項目に胸部・腹部の光沢の有無，頭部の形

態の2項目を加えた6項目であった。これら6項目は，オサムシ科を同定する時の重要な形質

であり，これらの項目を生徒に着目させれば，安定した分類が可能であることが示唆される。

3．2 正答率

 生徒は，生態的調査により明らかとなった6種の優占種のうち5種を60％以上の正答率で分

類した（図3）。6種の優占種のうち，残り1種のセアカピラタゴミムシの正答率は14．8％と

低く，同種を2種に分ける班が多かった（図3）。セアカピラタゴミムシの特徴は，胸部・腹

部にかけて赤色部分が存在することである一。しかし，セァカピラタゴミムシの赤色部分には個

体変異があり，個体の中には赤色部がなく，胸部・腹部が黒色の個体も存在する。多くの生徒

          膣の揃い具合
         他の昆虫との類似
         頭部の光沢の右蝕
           触覚の色
           頭部の色
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           脚の形畦
          頭部の大きさ
         服部末増の形態
           触覚の形態
        胸部と慮部のくぴれ
           上起の僕横
          田部の形態
       磨部と塵部の光沢の有煎
         胸部と塵部の形態
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            体長
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             図2 分類時における生徒の着眼率
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は胸部・腹部の色に着目して分類しており（図2），個体変異がセァカピラタゴミムシの正答

率に大きな影響を与えている可能性が高い。

 ケゴモクムシやケウスコモクムシなどのゴモクムシ類の正答率は特に低かった（図3）。ゴ

モクムシ類の特徴は，種により胸部・腹部の形態が異なることである。741％の生徒は胸部・

腹部の形態の違いに着眼しているのも関わらず（図2），ゴモクムシ類の正答率は低い。これは，

ゴモクムシ類の体長が1．2～1．8mm前後とオサムシ科昆虫の中では小型で，胸部・腹部の形態

の違いが肉眼で判断しにくいためと考えた。

4 議   論．

 オサムシ科昆虫は，学校の立地環境を把握するための要件を具備しており，さらに埋込型ベ

イト・トラップ法という採集方法の簡便性を考慮すると，指標生物として利用価値は高いもの

と考えられる。生徒の所属する学校の自然環境は，他の環境に立地する学校の環境と比較する

ことで相対的に位置づけられる。季節を6～8月に限定し（中村ら2005），生徒の所属する学

校以外の学校の校庭から生徒自身がオサムシ科昆虫を採集するか，教師があらかじめ採集して

おく必要がある。

 本研究により，オサムシ科昆虫の優占種は生徒にとって分類が比較的容易な種であることが

わかった。正答率が低かった種は，体色に個体変異があったり，肉眼では特徴がはっきりしな

いものが多い。正答率を向上させるためには，実体顕微鏡を利用したり，検索表を作成するこ

となどの工夫が考えられる。正答率の向上により，オサムシ科昆虫を学校の立地環境の指標生

物とした教材化はより利用価値の高いものとなる。

 今回指標としたオサムシ類は，日本国内で広い地理的分布域をもつ。しかし，オサムシ類は

飛翔能力の乏しい種が多く．環境による種の分断化が行なわれた結果，近縁種が多数存在する

（曽田2000）。それゆえ，本調査で指標生物となったオサムシ類が採集されない地域では近縁

種を代用する方法が可能と考えられる。そのためには様々な地域でのオサムシ類群集の調査結

果を知る必要がある。

 様々な地域の学校でオサムシ科昆虫を指標とした環境評価が教育活動の一環として継続的に

行なわれ，近縁種を代用する指標が蓄積されていくと同時に，この活動を通して，生徒がそれ
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それの学校の自然状態について強い関心を持つようになることを期待したい。
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Carabid Beet1es as Indicator Species for Teaching the

Environmenta1Eva1uation

皿．Carabid Beet1es as Teaching materia1

Masahiko NAKAMURパand Makoto FURUTER＊＊and Jun NIsHIKAwA＃舳

ABSTRACT

    Previous paper shows that dominant six species of carabid beetles are applicab1e to

indicator species for environment．To examine whether six carabid beetles can be used as

a teaching materia1for environmental eva1uation at junior high schoo1，we investigated this

prob1em for108students．Students cou1d classify the five of13carabid beet1es．Five carabid

beetles were dominant species．This result indicates that carabid beet1es are suitab1e for

teaching materia1as an environmenta1in4icator．
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